
 

 

 

六甲山ポータルサイト  http://www.rokkosan.com 

 

エクリヴァン（自動人形） 手紙を書く仕草をするピエロが  
居眠りをします。再び目覚めた後、消えかけたランプに火を
灯し直して、手紙を書く仕草を続けます。 

  

六六甲甲オオルルゴゴーールルミミュューージジアアムム    

企企画画展展「「かかららくくりり人人形形～～西西洋洋とと日日本本～～」」  

西西洋洋のの自自動動人人形形やや日日本本のの江江戸戸かかららくくりりななどど様様々々ななかかららくくりりをを実実演演  
 

阪神電気鉄道株式会社（本社：大阪市 社長：藤原崇起）のグループ会社である、六甲山観光株式会社（本社：
神戸市 社長：宮西幸治）が、六甲山上で運営する六甲オルゴールミュージアム（博物館相当施設）では、２０１６年
１２月２６日（月）から２０１７年３月１日（水）まで、企画展「からくり人形～西洋と日本～」を開催します。  

  
企画展「からくり人形～西洋と日本～」概要 

 
当企画展では、１９世紀後半に西洋で盛んに制作された   

「オートマタ（自動人形）」や、日本で独自に発展した「江戸    
からくり」の他、現代の作家が製作した様々な種類のからくり
の実演が楽しめます。また、１日７回の実演では、実際に動く
様子を見るだけではなく、歴史や仕組みについても紹介   
します。現代製のからくりは、からくりにオルガンが組み   
合わされたものなどを使用し、からくりの動きだけではなく、 
オルガンの演奏も楽しむことができます。 

 
【開催期間】 ２０１６年１２月２６日（月）～２０１７年３月１日（水）  

休館日：期間中の木曜日、１２月３１日（土）、１月１日（日） 
【実演時間】 １０：３０から１６：３０の毎時３０分から 

１日７回、各回約１５分間 

※毎時００分からは、オルゴールコンサートを実施。 
※入館料のみでお楽しみいただけます。  

【出展品例】 エクリヴァン （自動人形 １９８８年製） 
アクロバットをするピエロ （自動人形 １９９３年製） 
茶運人形 （江戸からくり １９９９年復元） など 
※コンディションにより一部変更の場合あり    

■オートマタ（自動人形）とは… 
１８世紀に、スイスやフランスでは複雑な動きをするオートマタが

作られていました。１８世紀末にオルゴールが発明されると、   
内部にオルゴールが組み込まれるようになり、１９世紀後半に  
最盛期を迎えます。 
  
■江戸からくりとは・・・ 
日本では、１７世紀頃から「山車からくり（だしからくり）」が  
作られていました。これは人が人形を操って動くからくりで、祭礼
や縁日などで使われていました。これに対して１８世紀末には、
井原西鶴が俳句に詠んだ「茶運人形」や田中久重の「弓曳   
童子」に代表される「座敷からくり（ざしきからくり）」が作られる 
ようになりました。座敷からくりは、人の手を離れて動くからくりで
主に江戸時代の大名や豪商などの宴席で楽しまれました。 
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六甲オルゴールミュージアム  

    

茶運人形（江戸からくり） 
 
 ＜リリースに関するお問い合わせ先＞  

六甲オルゴールミュージアム  
ＴＥＬ：０７８－８９１－１２８４ 
ＦＡＸ：０７８－８９１－０１１１  
〒６５７－０１０１ 神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－１４５  

 
■六甲オルゴールミュージアム営業概要 
【入 館 料】 大人（中学生以上）１，０３０円、小人（４歳～小学生）５１０円  
【営業時間】 １０：００～１７：００（１６：２０受付終了） 
【休 館 日】 １１/２４～３/１６の木曜日、１２/３１、１/１ 

 六甲オルゴールミュージアム外観（降雪時） 
 
 

アクロバットをするピエロ（自動人形） 
 
 


